



















































































































































































































































































































































































































































































































































































（1877） 2，3353．6％ 56．0％ 40．0％ 2，7421．5％ 95．8％ 2．7％
明治20年
（1887） 5，24112．5％ 83．9％ 3．6％ 4．4311．3％ 84．3％ 4．4％
（注）　上坂酉三『貿易概論』（前野書房昭和43年）による。但し、万円で4捨5入した。
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　こうした状況のなかで、明治13年（1880）には、政府機関が実施するr外
国品購買之義ハ外商二頼ラズ成丈ケ内商二可頼」という内達が、三条実美大
政大臣によって出されている。「スデニ支店ヲ海外二有スル内商モアル。其
輸入ヲ奨励スル為多少ノ不便アルモ内商ニヨリ直輸入ヲ為スベシトノ趣旨」
によるものである。大倉組商会及び三井物産会社が、rスデニ支店ヲ海外二
有」していたことは、既述の通りである。
　明治政府が目指した「内商」の育成措置は、陸海軍を中心に政府機関への
納入が取引の中心であったベア商会などの「外商」にとっては、商権の消失
を意味している。このため、「ベアは熟考の末、商売を廃める」と言いだし
たことを、慎蔵は『経歴談』で明らかにしている。こうしてベア商会の商権
はr3萬円3ケ年賦で」、新たに設立される高田商会に買取られることになっ
た。rベアは又之が為めに深切に（取引先の）商会其他の労を取」ってくれ
ているが、このあとマルティン・ベアは、ドイツに帰国している。
　新しい商会の設立にあたって高田慎蔵は、以前の雇主であるH・アーレン
スに出資を要請している。「アーレンスが資本を快諾して呉れた行為は誠に
謝するに余り有りです。なぜならば、其頃は今日と違ふて、外国人が日本人
と組合ふのは非常に危険で、法律も何もないから、万一日本人に不婚が有っ
ても夫（それ）を訴える所がない」と慎蔵はその『経歴談』で述懐している。
明治14年頃の日本人は、欧米人からは全く信頼されていなかった。だからこ
そ『七年程渠（かれ）の社に勤めた私の信用もあったのでせうが実に能くやっ
て呉れた』と、H・アーレンスに対する謝意を繰返して述べている。
　更に、ベア商会で働いていた英国人ジェームス・スコットが、もう一人の
共同出資者となっている。慎蔵自身の評価によれば、　「非常に『綿密な男』」
である。
　こうして、「3人で相互に間に取り結んだのは純然たる対等契約」であり、
3人は各々同額の金額を出資市、同等の権利を持って商売を行い、同等の損
益を分配することにした。そして、慎蔵、アーレンス及びスコットの3人は、
各人r5千円づっ持寄り、合計1萬5千円を資本として銀座3丁目18番地へ
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店を構へた」のは、明治14年（1881）1月のことである。
　r内商」　（日本国籍の商社）であることを明らかにするため、高田慎蔵が
名義人となり、高田商会と称した。欧米から各種機械、船舶、鉄砲、弾薬類
を輸入して陸海軍などの諸官庁へ納入するのが、この新しい貿易商会の主要
業務であるが、兵器商社高田商会の誕生である。
　ドイツ人とイギリス人を共同出資者とした高田商会は、まぎれもなく外国
資本との合弁企業であり、当時としては稀少な存在であった。慎蔵自身は
『経歴談』で次のように語っているQ
　「其此（そのころ）は外国人と組合ふたとでもいえば頗（すこぶ）るいや
な感情を持たれる時代でしたから、私は此（この）内部を秘密にして是まで
誰にも言はない……今日貴方にお話しするのが始めてなのです」と対談の雑
誌記者に打明けている。
　開業当時の高田商会の社員は、英人ジェームス・スコット及びその弟ロバー
ト。そして、ベア商会ロンドン支店に勤務していたイギリス人2名をそのま
ま引継いで、高田商会ロンドン支店としている。ちなみに、明治9年7月に
創設された三井物産会社の開業当時の社員数は13名であったが、数か月後に
は三井国産方の社員52名を吸収しており、合計67名の陣営であった。
　明治初期において、r内商」といわれる日本人貿易商が取扱っていた商品
は、生糸・茶などの一次産品の輸出が主流であった。r売込み問屋」といわ
れていた生糸輸出商の取引相手は、横浜や神戸の居留地に進出していた外国
商館である。その頃の横浜の生糸商としては、茂木惣兵衛、原善三郎、若尾
幾造などの名が早くから知られていた。
　r横浜の商人はいっこうに外国語を学ばない。着物も日本服である」と、
益田孝は指摘している（『自叙益田孝翁伝』）。益田あるいは高田慎蔵のよ
うに、若い頃の外国商館勤めを通じて英語と貿易実務を身にっけた商社経営
者は、当時はそれほど多くはなかった。それだけに高田慎蔵には、取引を拡
大するチャンスが残されていた。
　「富国強兵」というスローガンが盛んに用いられるようになったのは、明
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治16年頃からである。っづいて、r殖産興業」が叫ばれるようになり、我国
産業の近代化に拍車がかけられた。兵器を中心に欧米の先進機械を輸入して
いた高田商会にとって、こうした気運が有利に働いたことはいうまでもない。
　前出の私家版回顧録『高田商会開祖高田慎蔵翁』には、明治16年（1883）
7月、高田商会大阪支店が、外国品購買に関して大阪造幣局に提出した願い
書が転記されている。その頃の高田商会の業務の一端がうかがえるので、以
下に引用する。
　r弊店高田商会の儀は明治14年初めて東京京橋匿銀座3丁目18番地に本店
を設置し銃砲、其他外国品の購買営業仕陸海軍初め官省の御用相達爾来日を
遂ひ営業盛大に及び英国龍動（ロンドンー引用者）に支店を置き、濁逸『ク
ルップ』製造場、英国『セッフヰールド』鋼鉄製造場其他濁逸『クロゾン』
諸器械製造場等合わせて8ケ所に弊社の代理店を結約し且昨年（明治15年一
引用者）より當府下（大阪府一引用者）に支店を設け本店同様営業仕り既に
當地に於ても砲兵工廠工作分局鎮台並に府立病院の御用達罷在候（後略）」。
　また、r本支店共深く信任せる外国人数名を雇入（れ）各国製造の物品を
精査せしめ」とあるが、当時の高田商会の業務が、もっぱら専門的な各種機
械の輸入販売であったことを示している。
7．兵器商社と日清戦争
　明治20年4月、大倉喜八郎は、大阪の藤田伝三郎らとともに資本金50万円
（一説には500万円）の内外用達会社を設立しているが、その目的は陸海軍
需品の供給である。明治26年の商法公布にあわせて同年11月には内外用達会
社を解散させるとともに、従来の大倉組商会を合名会社大倉組に改称している。
　ところで、西南戦争で大きな利益を得た三井物産会社と大倉組にとって日
清戦争は大きな商機であるが、高田商会もまた戦時利得の獲得に参加してい
るQ
　明治27年8月1日、清国に対して宣戦が布告され、広島に大本営が設置さ
れた。物資輸送の拠点となった大倉組広島支店長には賀田金三郎が就任して
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いるが、日清戦争後は大倉組台湾総支配人に任命されている。糧食、衣服な
どの軍用物資は主として大阪において調達されたため、同社大阪支店も多忙
を極めることになった。
　開戦とともに、三井八郎右衛門、岩崎久弥、澁澤栄一などの有力実業家に
よって報国会が結成されており、軍事公債の引受けを国民に訴えていた。三
井物産は、有明丸、布引丸などの社船6隻をはじめ、アジア地域に来航して
いたドイツ、オランダ、ノルウェーなどの貨物船20隻あまりを用船して軍用
に供している。こうして三井物産は、石炭の輸入、軍需物資の運搬などの戦
時輸送に全力を注いでいた（星野清之助r三井百年』鹿島研究所出版会　昭
和43年）。
　日清戦争当時の日本陸軍の兵姑輸送能力あるいは軍事用構築物の工作能力
は極めて貧弱であった。そして、近代日本が経験した最初の本格的な対外戦
争の遂行には有力な民間企業の協力が必要であり、三井物産、大倉組、高田
商会のいずれにとっても、この戦争は大きな商機であった。
　高田商会の場合、既に緊密な関係にあった陸・海軍省の特命によって、欧
米各国において兵器並びに各種軍需物資を買付けるとともに、一般物資の買
付けにも従事していたから、巨額の利益を得たことはいうまでもない。
　慎蔵自身の回顧によれば、r火薬の原料である所の硝酸曹達」などの重要
物資を、「わざわざ非條約国の南亜米利加」から輸入したと語っているが、
南米チリからの輸入であろうか。またこうした非常時にあって、必要資材を
r非常に安値で供給」したことから、砲兵工廠の提理（長官）が「拙者の在
職中は屹度お前から品を買ってやろう」と約束してくれたことを明らかにし
ている。
　「日清戦役に就いては随分働いた」と、慎蔵自身が語っている。また、世
間ではr私（慎蔵）が戦争を利用して法外の利益を貧ぶったかの様に噂して
居るさうである」ことを認めている。
　日清戦役後の我国は、いずれ予測されるロシアとの戦争に備えて、陸軍諸
工廠の拡充に伴う各種機械装置の発注そして、海軍から発注される軍艦の建
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造が、高田商会の事業展開に寄与している。
　ところで、明治元年から同14年に至る迄の我国の貿易収支は当然ながら輸
入超過であったが、明治15年から同26年迄の期間では出超となっている。し
かしながら、外国船に対する海上運賃の支払いなどによって貿易外収支は大
幅な赤字を計上している。更に、日清戦役時の軍事輸送においては船舶不足
に対処するため、大量の外国船が購入された。
　こうした状況を背景に、明治26年には航海奨励法案が国会に提出されてお
り、明治29年に至って航海奨励法並びに造船奨励法が施行されている。これ
によって外国航路に就航する船舶に対して、また、総トン数700トン以上の
鉄・鋼船に対して奨励金が交付されることになった。このため明治30年以降、
日本郵船あるいは大阪商船などの海運会社はいうまでもなく、三井物産ある
いは三菱合資会社など商社による船舶の購入及び造船が増加している。
　高田商会も、日清戦争当時にあってはヨーロッパからの兵器輸入のため、
輸送船8隻を購入している。更に戦争終結後においても貨物輸送のために、
明治30年と32年には積載量1，500トンの勢徳丸及び同2，000トンの相川丸を
購入している。
　日清戦争時において我国の船舶保有量は大幅に増加しており、明治28年末
現在では総数528隻、総トン数331，374トンとなっている。これらの数字か
ら単純に1隻当たりの平均トン数を算出すると、628トンほどになる。明治
30年及び32年に高田商会が購入した前記の2隻の貨物船は、当時としては遜
色のない積載量を有していたといえるだろう。
　兵器商社である高田商会は、その設立時から、陸軍に対して多岐にわたる
軍器及び軍器素材を供給している。日清戦役においては、　r陸海軍両省の特
命に依り欧米各国より兵器を購入し之が回漕に従事し商会の基礎を固むるに
足る充分の利益をあげると共に」、陸海軍発注の軍艦あるいはr陸軍諸工廠
拡張用諸機械類の注文」など、各種機械・資材類の輸入によって、r英独仏
米等の工業界に於ける（高田商会の）名声は益（々）高まるに至れり」と、
前出の志保井重要氏の私家版回顧録『高田商会開祖高田慎蔵翁並　多美子夫
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人』に記されている。
8．台湾進出
　日清戦争の終結とともに、大倉喜八郎は旅順、大連、金州への支店開設を
計画していた。しかしながら、三国干渉の圧力によって遼東半島が返還され
たため、この計画も断念しなければならなかった。一方、日清戦争後に領有
された台湾では、軍政から民政への移行とともに台湾総督府による本格的な
統治がすすめられていった。
　台湾における植民地経営に対して、政府は有力な実業家達の協力を必要と
していたが、伊藤博文及び第二代台湾総督桂太郎大将らの要請もあって、大
倉喜八郎は明治29年（1986）12月に台湾へ旅行している。台湾では、3回に
わたって第3代総督乃木希典を総督府に訪問しているが、多忙を口実に面談
を断られ、やっとの思いで官舎での面会が許された。しかしながら乃木は、
r本官は商人と直接の交渉を好まぬ、止むを得ざる必要の場合は五分間を限
り面会することにしい居る。予め左様承知してもらひ度い」と、極めて冷た
くあしらわれたエピソードが伝えられている。
　万事に厳格な乃木将軍は、政商の代表的存在である大倉喜八郎を嫌ってい
た証拠として、上記の挿話は広く流布している。これまで再三にわたって引
用した『大倉鶴翁傳』には、上記のいささか不名誉なエピソードは語られて
いないが、同じく鶴友会編纂の『鶴翁余影』　（昭和4年）には、乃木総督の
面談に関して、大倉喜八郎の以下の談話が紹介されている。
　乃木から許されたr五分間や六分間」の面談では、「到底殖産の事も興産
の事も話の出来る者では無く、かかる総督のもとでは到底商売は出来兼る次
第であるから、早々引下げて帰京し委細を伊藤さんや桂さんに話す積りであ」っ
た。しかしながら、「総督は永久のものに非ず、然し台湾は永久のものであ
る。　（中略）　台湾の存在は、永久性を帯びて居る、此処は決して痴癩を起
す可き場合では無く、国家の為め忍耐す可き所である」。
　喜八郎また、明治天皇にも嫌われていたという伝説が伝わっている。その
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真偽のほどはさておいて、後述するようないくっかの風評とともに、大倉喜
八郎は否定的なイメージが伴う実業家である。
　明治31年（1898）2月、乃木総督に代って児玉源太郎が第4代台湾総督に
任命されているが、同時に後藤新平が民政局長に就任して台湾に赴任してい
る。前総督の乃木から冷い仕打ちを受けていた喜八郎にとっては、誠に喜ば
しい総督交替であった。更に、児玉・後藤のコンビによって、植民地台湾の
本格的な殖産興業政策が推進されることになった。
　早速、大倉喜八郎は台湾鉄道会社設立登記人に名を連ねるとともに、政府
の保護による近代的金融機関の設立を主張していた。その後、鉄道官営論が
台頭すると大倉はこれに同調し、台湾鉄道会社の発起人会も解散している。
しかしながら、官営による台湾縦貫鉄道敷設工事において、大倉組の受持区
域は大きなシェアーを占めていた。
　一方、明治32年9月には資本金500万円（5万株）の台湾銀行が開業して
いるが、うち100万円が日本政府によって引受けられており、大蔵大臣が筆
頭株主である。台湾銀行創立委員に任命されていた大倉喜八郎は、同行設立
と同時に監査役に就任している。台湾銀行第2位の株主である賀田金三郎
（4338株）は、大倉組台湾支配人であったが、その年（1899）独立して賀田
組を設立している。第3位の株主は大倉喜八郎（2，652株）、第4位は内蔵
頭に代表される皇室（2，522株）である。
　その前年（明治31年）7月、台湾の経済開発を推進する民間団体として台
湾協会が設立されているが、大倉喜八郎は創立委員に選ばれていた。第2代
台湾総督を務めた桂太郎大将を会頭に、大倉は会計監督に就任した。台湾協
会設立時の高額寄附者には、岩崎家の2名各2，500円、三井家の2名同じく
各2，500円の名がみられる。大倉喜八郎は、渋沢栄一、安田善次郎などとと
もに1，000円を寄附している。また、500円の寄附者40名のなかには、益田
孝及び高田慎蔵の名がみられるが、他に横浜の有力砂糖商である安部幸兵衛
及び増田増蔵も名を連ねている。ちなみに、『値段史年表　明治・大正・昭
和』　（朝日新聞社　昭和63年）によれば、明治30年頃の巡査の初任給9円、
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小学校教員の初任給8円という時代である。
　台湾協会の重要な事業として、台湾協会学校の運営が挙げられる。植民地
における下級官吏の養成を目的に、この学校は明治33年に開校された。第1
～4回同校卒業生の就職先は、台湾総督府の26名が第1位であるが、台湾銀
行の16名のほか、三井物産・三井洋行の7名、大倉組5名となっている。こ
の学校は、明治40年には東洋協会専門学校と名を改めているが、現在の拓殖
大学の遠い源流である。
　なお、上記の記述は、大倉財閥研究会『大倉財閥の研究一大倉と大陸』
（近藤出版社　昭和57年）所収の森久男r初期大倉の対外活動」を参考にさ
せていただいた。
　ところで、益田孝はr明治31年に台湾へ行ったのは、樟脳や基隆の石炭の
ことなどが主なる目的であった」と、　『自叙益田孝翁伝』で語っている。
　明治33年12月、台湾製糖株式会社の創立総会が開催されているが、益田孝
が発起人会長として議事を進行した。資本金100万円（2万株）をもって設
立された同社の筆頭株主は、　1，500株を所有する三井物産合名会社である。
っいで、　1，000株主が内蔵頭（宮内省）と毛利元昭公爵である。　500株の株
主11名のなかには、益田孝、住友吉左衛門、藤田伝三郎などの名がみられる。
　台湾製糖は台湾総督府の助成金が交付されていた国策会社であるが、その
製品は三井物産によって一手に販売されていた。
　一方、大倉喜八郎は最大手の砂糖商である安部幸兵衛と提携して、明治42
年に資本金500万円の新高製糖株式会社を設立している。第一一次世界大戦の
好況に遭遇したものの、戦後の砂糖価格の下落に直面するとともに、原料購
入価格の上昇によって同社の業績は悪化していった。昭和2年、大倉は持株
とともに新高精糖の経営権を大日本に譲渡しており、製糖業から撤退している。
　台湾における大倉組及び三井物産の事業展開を比較して、前出の『大倉財
閥の研究』は次のように指摘している。
　r領台初期大倉組は御用商人・請負業者として手広く台湾事業を経営した
が、総督府の殖産興業政策の重点が官営事業の経営から民間産業の保護育成
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政策へと転換していく中で、民間産業におけるみずからの事業基盤の確立に
失敗した。これに反し、三井は領台初期には目立った事業活動を展開しなかっ
たが、台湾製糖の設立を契機として、民間産業における強固な事業基盤を築
きあげていった。そのため台湾事業界における大倉組の地位は、歳月を重ね
るにつれて三井によって大きく引き離されていった。とくに製糖業における
立後れは、大倉組の台湾事業の規模拡大を制約する大きな要因であった」
（前掲書94頁）。
9．新規事業の展開
　明治20年代から30年代そして40年代へと、日本の産業革命は大きく進展し
ていった。この時期、有力な実業家達は積極的な起業家であり、更に財を蓄
積してゆく機会に恵まれていた。
　r新しもの好き」で知られていた大倉喜八郎は、新しい事業の取組みにも
積極的であった。
　勝田貞次『大倉・根津コンツェルン読本』〈日本コンツェルン全書10〉
（昭和13年　春秋社）には、大倉財閥の特色が簡潔に記されている。先ず、
r第一の特色は、　（中略）先代大倉喜八郎氏の遺訓が、依然として残って居
て、従って、近代財閥の特徴たる組織の力による経営にまで、未だ発展して
いないことに依るものであると見られる」。
　そして、r第二の特徴は、大倉財閥の投資分野が、非常に広汎に渡って居
ることである。而も、その割合に、その間の関聯性と云ふか、脈絡が非常に
乏しいことである。　（中略）　大倉王国の事業は、一世の商才、先代喜八郎
が新しいもの好きの特性を発揮して、次ぎから次ぎへと新事業を企図して行っ
た。その結果、各業間の相互間に脈絡が無く（中略）、大倉財閥に於ては、
優秀なる事業が、他の財閥に比して、非常に少なく、今日に於ても、その然
るを見る原因も薙にあるが如くである」。
　更に、後継者である大倉喜八郎には、事業に対する積極的に欠けていたこ
とを、第三の特徴としている。というのも、r先代喜八郎氏の初もの喰い狂
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から、事業が分散的で中心的事業に乏しく、ために、それが整理収拾のため
には、勢ひ保守的にならざるを得ないからである」。
　『大倉財閥の研究』所収のr大倉財閥関係年表」を参考に、大倉喜八郎の
「新しいもの好き」を具現する事業の展開を辿ると次のようになる。明治4
年に日本橋本町に洋服裁縫店を開業しており、同年横浜に横浜商会を開設し
ているが、　『商海英傑傳』によればr本邦石造の家屋は実に此時より始まる」
とある。
　同じく明治4年に銀座の煉瓦街建設工事に参加しており、同14年には喜八
郎が設立した土木用達組が鹿鳴館の建設工事を請負っている。その翌年には、
渋沢栄一らとともに東京電燈会社の設立を出願しており、同じく渋沢らとと
もに大阪紡績会社を設立している。更にその年（1882）、「銀座街頭大倉組
の店頭に、明煙々なる『アークライト』を黙燈した。是が抑々（そもそも）
電燈を日本に紹介した初めてであった」と、『大倉鶴翁傳』は伝えている。
明治19年には、渋沢栄一らとともに帝国ホテルを設立しているが、起業家大
倉喜八郎は、人目にっき「忽（たちま）ち大評判となる」事業を手がけるの
を好んでいた。
　ちなみに、『大倉鶴翁傳』の第二編「事業経営時代（上）、　（中）、　（下）」
の3章にわたって、合名会社大倉組から北海道大倉農牧場に至るまで、喜八
郎が関係した合計34社の企業及び事業が記述されている。また、同書第三編
には、「封支事業経営時代（上）、　（中）、　（下）」の3章がある。ここで
は、中国大陸に進出した大倉関係の事業22社がとりあげられている。
　一方、三井物産は明治26年7月に合名会社となり、公称資本金を100万円
としている。そして、日清戦争後から明治30年代前半に至る時期、同社の貿
易取引は本格的に拡大していった。明治36年現在の同社々員は540名に達し
ており、店舗42箇所のうち、海外支店12箇所となっている。
　第一物産会社編r三井物産会社小史』　（1951年）には、r三井物産会社利
益金年度別表」が記載されている。それによれば、明治25年に226千円の純
益を計上したのち、急速に業績が向上している。特に、日清戦争時の明治27
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年には633千円、翌28年に1，087千円の純利益を計上している。日露戦争時
の明治37年度の純益は2，211千円、その翌年は2，374千円である。更に明治
44年には6，015千円、45年には5，361千円の純益を達成している。三井財閥
の中核的存在であった三井銀行の純益は44年度2，346千円、45年度2，900千
円であったが（『三井銀行八十年史』）、三井物産は大きく引き離されてい
る。
　ところで、高田慎蔵は明治29年（1896）6月から12月にかけて再度欧米に
出張している。帰国後は積極的に新規事業に進出しているが、我国産業の近
代化への過程と歩調を合わせることになった。本来、高田商会の業務は陸海
軍への兵器及び物資の納入が中心となっていたが、明治30年代には、農商務
省の管轄下にあった官営八幡製鉄所などの諸管庁そして民問企業へと取引先
はひろがっている。
　明治30年（1897）2月、農商務省は福岡県八幡村に製鉄所を建設すること
を決定している。こうして誕生する我国最初の近代的な一貫製鉄所である官
営八幡製鉄所の設置に関して、高田商会は各種設備の納入を受注している。
後述するように大正6年（1917）、八幡製鉄所疑獄事件によって当時の高田
商会無限責任社員（代表者）高田信次郎が懲役10か月の判決を受けているが、
高田商会と八幡製鉄所の関係の深さをうかがわせる事件である。
　明治32年には鉄道車輌の国産化を図るべく合資会社汽車製造会社が、大阪
に設立されている。この時の出資社員20名には、澁澤栄一、安田善次郎、大
倉喜八郎など当時の有力な実業家にまじって、高田慎蔵も参加している。こ
うした新規事業への参加は、いわば当時の財界活動の一環ともいえるだろう
が、この頃の慎蔵は、事業の多角化を考えていたともいえるだろう。
　ところで、我国最初の電力会社は、大倉喜八郎、益田孝、三野村利助など
の実業家9名を発起人として明治16年に設立された東京電灯会社であるが、
東京府下全域を電力供給地域として業容を拡大していった。一方、高田慎蔵
も発起人の一人となって、明治24年（1891）に設立された帝国瓦斯電灯会社
は、関東、北陸など広範囲にわたる電力供給区域を有していた。のちに帝国
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電灯会社となり、大正15年（1926）には東京電灯会社に吸収されている。こ
うして、東京電灯会社は関東地域のいくっかの電灯会社を吸収しているが、
今日の東京電力の遠い前身である。
　明治20年代以降の我国においては、電力需要が増加の傾向を示すようになっ
ているが、高田商会は、明治30年（1897）にウェスチングハウス社の日本総
代理店に指定されている。日本各地で急速に建設されていった水力および火
力発電所設備の納入に関しては、三井物産、大倉組とともに、この分野のシェ
アを分けあっていたが、高田商会を含めた3社による寡占状態にあった。
　こうして、発電機などの重電機類を中心とする各種電気機器は、製鉄用機
械、鉱山関連機械類とともに高田商会の民需用機器部門の主要取扱商品となっ
ていった。
10．武器商人のイメージ
　大倉喜八郎が82歳の時、その庶子として誕生した大倉雄二の『逆光家族一
父・大倉喜八郎と私』　（文藝春秋　1985）は、興味深い資料である。いずれ
再三にわたって参考にすることになるが、同書に次のような一節がある。
　「私たち一族のものが嘲られるとき、非難されるとき使われる言葉はいっ
も『大倉の石コロ罐詰』だった。一説には台湾の役の、また一説には日清戦
争の、軍夫の食糧に大倉組が納入した罐詰の中には肉の代りに石コロが詰っ
ていたという。いかにも明治らしい庶民調の悪口は戊辰戦争のときの死の商
人的活躍と一緒になって、長いこと信じられて来た」。
　日清・日露の両戦役によって大きな戦時利得を得たと思われる大倉喜八郎
にっいては、様々な悪評が流布しており、その後も永くにわたって伝えられ
ていた。前述の「石コロ罐詰」は最も広くゆきわたっている伝説であるが、
その他にも大倉組が供給した牛肉罐詰を食べた姫路師団の兵士が黒い血を吐
いたといった、いかにも具体性を持たせたような風評もあった。更には、大
倉組が納入した軍靴は、糊で貼りっけた粗悪品であるため、旅順閉塞作戦に
参加した水兵の靴が濡れ、裏皮が剥がれたため転落して溺死したといった、
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まことしやかな噂話もある。戦争のたびに莫大な利益をあげていった大倉喜
八郎に対する反感が、こうして悪評を生み出していったのだろう。
　革命浪人として知られる宮崎酒天は『三十三年の夢』を書き残しているが、
大倉喜八郎に関する次のような記述がある。
　明治31年（1898）米西戦争勃発に相前後して、フィリピンにおける独立運
動が活発になっていた。その翌年、宮崎酒天らが手配したフィリピン独立軍
へ供給される弾薬類を積んでいた三井物産会社所有の布引丸が途中で沈没し
ているが、これらの武器は大倉組から購入されている。一方、武器類の積出
しにあたっては日本政府の規則があり、大量の兵器類は大倉組に保管された
ままとなっていた。
　更にその翌年（1900年）、清朝政府の打倒を目指した革命勢力が、湖北省
恵州で蜂起している。革命軍への武器供与のため、酒天は大倉喜八郎にかけ
あっているが、r三十三年の夢』では、r大倉」でなくr小倉」と記されて
いる。犬養毅（のちに首相。三・一五事件にて暗殺される）や中村弥六（衆
議院議員司法省次官などを歴任）が介在していた事情は、『三十三年の夢』
の「与孫逸仙書」の項に詳しい。中間に介在した中村が三万円ほどの金額を
着服していたため、元来が孫文らによって支払われ、フィリピン独立軍に振
向けられようとした武器の代金六万五千円の返済が紛糾した。結局、大倉組
は一万五千円を弁済しているが、喜八郎との交渉に憤慨した酒天は、r抑
（そもそ）も小倉に至って吾を罵署するとは何事ぞ。小倉何者ぞ。一商人に
あらずや」と記している。酒天が「大倉」を敢えて「小倉」と記しているの
は、喜八郎の如き武器商人がr大倉」を名乗るのは潜越であり、　「小倉」で
充分といったところなのだろうか。
　中国への武器輸出に関して、明治41年に「辰丸事件」が発生している。安
宅商会（のちの安宅産業）が輸出した中古銃と弾薬を積荷として第二辰丸が、
清国の軍艦にだ捕された事件である。積荷の武器類が革命軍の手に渡ること
を懸念していた清国政府に対して、日本政府は強硬に抗議している。日本側
の要求に全面的に屈服した3月19日をもって「屈辱記念日」と称されるよう
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になり、日貨排斥運動へと発展していった。
　上記の中古兵器類が革命軍の手に渡る予定であったのかどうかは不明であ
るが、日本の商社は清朝政府へ武器供与を続けていた。黒竜会の主幹であり、
明治期から昭和期を通じて国粋主義運動の大立者であった内田良平は、明治
41年10月、益田孝に書簡を寄せている。三井物産、大倉組及び高田商会によ
る清朝政府への兵器供給の中止を要請しているのが、革命軍に同調する内田
の書簡の内容である。
　愈辛惇『孫文の革命運動と日本』＜東アジアのなかの日本歴史＞（六興出
版）によれば、内田良平はまた、益田孝のルートを通じて、革命軍に援助を
与えるよう当時の西園寺首相に働きかけている。その結果r1912年（大正元
年）1月24日三井物産と上海都督軍との間に30万円の借款契約が成立し、革
命軍はこの借款で31年式砲6門、31年式連射山砲6門、機関砲3挺を三井物
産を通じて購入した」。辛亥革命によって誕生した中華民国政府は、　rその
後、蘇省鉄道を担保とする借款250万円、漢冶捧公司の借款300万円を利用
して日本から兵器を大量に購入した。三井物産の借款は、実は裏で日本政府
が提供したものであり、兵器は軍部が提供」したものである。その前年には、
三井物産（名義は「泰平継合」）を経由して清朝政府に供与していた明治政
府は・翌年には、同じ三井物産を経由して革命政府に兵器類を提供するとい
う変わり身の速さである。
　三井物産、大倉組及び高田商会の3社を構成メンバーとする「泰平縄合」
にっいては、のちに詳しく触れることになるが、有力な機械商社であった高
田商会は、兵器商社として三井物産及び大倉組に決してひけをとらなかった。
　日露戦争時における明石元二郎の関係にっいては、既に多くが語られてい
る。その概要は以下の通りであるが、兵器商社としての高田商会の一面を知
るうえで興味深い。
　日露戦争開戦時、在ロシア日本公使館付陸軍武官であった明石元二郎歩兵
大佐（当時）が、開戦後はロンドンを中心にヨーロッパ各地において、反ロ
シア勢力を支援するために様々な謀略活動を展開していたことは良く知られ
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ている。なかでも活動は、スイスで購入した小銃2万5干挺と弾薬420万発
を黒海及びバルチック海方面に輸送し、革命派勢力に供与するという作戦で
ある。
　その頃ロンドンに本拠を置いていた明石は、高田商会ロンドン支店の協力
を得ることにした。陸軍と関係の深い大倉組あるいは三井物産も当時のロン
ドンに支店を設置していたのだが、明石は敢えて高田商会の協力を求めてい
るQ
　小森徳治『明石元二郎　上・下』　（昭和3年　台湾日々新聞社）はのちに
台湾総督となった明石大将に関する詳細な伝記であるが、次の一節がある。
　「そこで、我が高田商会の倫敦支店に事情を打明け、萬事の世話を依頼す
ることとすると、支店長の杉谷卯之助氏（仮名）は又、店に関係の深い友人
スコットに相談して、以下の如き案を立てた。」
　ロッテルダムにある高田商会の代理店「コルドネ商会」及びr英国の高田
商会の取引先なるワット」などの協力を得て、ロシア国境近くまで秘かに兵
器類を輸送するという作戦である。更に、銃器類の輸送に使用された「ジョ
ンクラフトン号の購買も、亦高田商会の墨力に待ったものである」と、前掲
書に記されている。
　既に紹介した志保井重要氏の回顧録『高田商会開祖高田慎蔵翁並　多美子
夫人』には、「陸海軍両省の特命に依り海軍依り兵器弾薬其他材料品等の購
買及運搬に従事す」とある。更に、「同年（明治37年一引用者）大本営の内
命に依り特別任務に従事したるも事秘密に属するを以って蘇に記載する能わ
ざるも幸に暇なく其大任を果したり」と、いささか秘密めかした記述が続い
ているが、前述の明石大佐に関係するr特別任務」である。
　r日露戦役の行賞に際し、高田慎蔵が一商信の身を以って勲四等の栄勲を
辱うするに及んで、人或は其何んの故なるを怪しみたらんにあらんも、実は
此兵器輸送問題に就いての、少からざる功労を表彰されたものである。」
　と、小森徳治『明石元二郎　上巻』にある。
　r此兵器輸送間題」とは、反ロシア政府勢力に対する武器輸送を指してい
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るが、むしろ、欧米における各種軍需物資の買付け及び、日本への輸入に対
する高田商会の活動が、日露戦役の活動が、日露戦役後賞されたものと理解
されるべきだろう。従って、高田慎蔵以外にも、高田商会ロンドン及びニュー
ヨーク支店に勤務していた英米人社員に対しても勲五等を、ロンドン支店支
配人広田理太郎、同支店長代理柳谷己之吉及び同支店勤務の志保井重要の3
名には勲六等旭日章が授章されている。他にもこの戦役への功労に対して、
高田信次郎など社員5名が勲六等瑞宝章の叙勲を受けている。まお、前出の
『明石元二郎　上巻』に、「支店長の杉谷卯之助（仮名）」とあるのは、支
店長代理柳谷己之吉である。
　いずれ改めて触れるように、明治の半ば頃から大正期を通じて、高田商会
と海軍の関係は何かと取沙汰されている。　『日本の下層社会』の著者として
知られる横山源之助は『明治富豪史』　（明治43年刊）を書いているが、その
第一節r戦争」には、次のような記述がある。
　日露戦役で巨額の利益を得た岩崎家あるいは三井家などの財閥は別格とし
ても、陸軍省の用命を受けた大倉喜八郎と、r海軍省の御用命を受けた高田
慎蔵」は、稼ぎ頭としてr東西の両大関」である。そして、大倉組や高田商
会を傍で見ていると、戦争のお蔭でr毎日毎日身代が太ってくる」のが眼に
見えるようだと記しており、彼等にとって「戦争は福の神」と極言している。
　上の文章は、もともと明治38年9月から翌年3月まで雑誌『商業界』に連
載されたr明治実業暗黒史」の一節である。日露戦争の戦後処理に大きな不
満を抱いていた民衆のr受け」を狙った誇張が感じられるにしても、御用商
人といわれていた大倉組や高田商会に対する当時の人々の意識の一端を示し
ているといえるだろう。明治30年の終り頃にはr高田商会と海軍」の関係が、
広く知られるようになっていたことを示しているともいえるだろう。
11．権力者とのつながり
　政商といわれた大倉喜八郎、益田孝、そして高田慎蔵は、いずれも明治・
大正期を通じて、それぞれの時代の第一級の権力者達と緊密な関係にあった。
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　『自叙益田孝翁伝』には、明治期の有力政治家達の名前が極めて無造作に
頻出する。その一節に、r維新の元勲では、私は井上さんといちばん親しかっ
た。山県さんはここ（小田原）へ隠居してからである。私は木戸孝允さんも
知っている」とある。
　r井上さん」とは、政治家のなかでも三井財閥と最も関係が深く、　「三井
の番頭」さんと椰楡された井上馨である。「山県さん」は、言うまでもなく
陸軍の元老山県有朋である。明治41年、山県、益田そして大倉喜八郎の3名
が揃って小田原に広壮な別荘を構えている。山県の別荘は古稀庵と称され、
これに隣接する益田の別荘は掃雲台と名づけられていた。そして、大倉の別
荘には共寿亭が建てられていた。現在に椿山荘を残している山県有朋が、造
園に深い趣味を持っていたことは良く知られているが、小田原の別荘庭園に
まっわる2人の交流が、『自叙益田孝翁伝』に語られている。
　明治19年内務大臣の職にあった山県に同行して、益田は沖縄を視察してい
る。船中で山県の悪戯にひっかかった益田は、帰路大阪で散財することにな
るが、「こんな悪戯は井上さんにはいくらもあったが、いっも引っ掛かった
ことがなかった。まさかと思う山県さんにやられたのは、実に千載の恨事で
ある」と、益田は『自叙益田孝翁伝』で語っている。陰湿なイメージが強い
軍人政治家山県有朋であるが、益田孝とは無邪気な悪戯が仕掛けられる程の
親密な関係にあったことをうかがわせるエピソードが同書に紹介されている・
　ところで、r万潮報」は明治31年7月7日から2カ月にわたって名士の
「蓄妾攻撃」を紙上で展開している。当時の名士など490名の蓄妾の実例を
暴露しているのだが、単なる暴露記事ではなく、「日本婦人の地位」向上を
目的としたキャンペーンであると、同紙は主張している。そして、同年7月
11日付紙上に次のように記されている。
　r三井物産の益田孝は、日本橋区茅場町48番地の別宅に、吉田たき（31）
なる妾を蓄う」。更に、その実妹のr山登（やまと）ことお貞は」は、r元
帥大将侯爵山県有朋」の「妾となり、　（中略）その後いっとはなしに本邸に
入り込む」とある。
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　小林一三r逸翁自叙伝』　（阪急電鉄株式会社　昭和54年）には、　r松風閣
の思い出」の項がある。大正5年頃と思われるが、r山県公爵は夫人同伴
（或は愛妾であったかもしれない）益田孝氏と三人」を、小林一三が大阪郊
外の松風閣に案内した。小林が見たr益田さんは実に慰勲丁重の口ぶり、お
話する時は必ず軽く頭を下げて御返事するだけである。その態度に驚いた」。
更に、山県が同伴した女性は、前述のように益田のr愛妾たき」の妹であり、
r公爵夫人とは御縁のある問柄であるといふにも拘らず、恰も主従の如き応
答で」あったことに、小林は感心している。
　元芸妓のrお貞」は、早くに夫人を亡くした山県から家事を任せられてい
た。貞子を名乗っていた彼女は、和歌を良くしたと伝えられている。彼女の
姉である吉田たきについて、福沢桃介『財界人物我観』　（昭和4年に経済雑
誌「ダイヤモンド」に連載。1990年図書出版社刊）は、次のように記してい
る。
　r益田の昔の愛人、今の茶仇に、お滝の方というのがある。この人も益田
の教化を受けたものか、なかなか茶道に精通している。その上益田よりも大
胆で、株式の売買思惑がすこぶる上手だ。一時はその資産五百万円に上った
こともあるという。（中略）ただの女にはできない。たしかに、女流中の傑
物といってもよかろう」。
　お滝と貞子の2人の女性は容色にすぐれていただけでなく、並みはずれた
r傑物」であったようである。そして、お互いの愛人が姉妹であるというデ
リケートな関係は、益田孝によって仕組まれたのかも知れない。とはいえ、
益田は山県に対して礼を失しないように常に心掛けていた。
　益田の実妹繁子は、津田梅子、山川捨松らとともに明治4年11月、米国に
留学している。のちに男爵瓜生外吉と結婚するが、友人の山川捨吉をのちの
元帥大山巌の後妻に迎えるべく尽力した。こうして、明治16年、益田の「御
殿山の家」で、大山巌と山川捨松の見合いが実現している。この時、西郷従
道、穂積陳重らも同席しているが、いずれも大山と益田の共通の知人であっ
たのだろう。
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　また、松方正義、桂太郎など有力政治家との関係が、『自叙益田孝翁伝』
に淡々と語られているが、山県有朋の場合と同じように、益田は商人の分を
わきまえて、一定の節度をもって彼等に接していたと思われる。
　一方、大倉喜八郎は、その「第一次洋行」の時、岩倉具視、木戸孝允、伊
藤博文らの面識を得たことは既に触れた通りである。また、伊藤博文の要請
によって領有直後の台湾を訪問した経緯が、『鶴翁余影』に記されている。
そして、　『大倉鶴翁傳』には、喜八郎に宛てられたr伊藤博文公書翰」、
r伊藤博文公の漢詩と俳句」、r山縣有朋公の和歌」などの写真が掲載され
ているが、有力政治家との交流の一面をうかがわせている。
　ところで、日露戦争当時の陸軍大臣は、寺内正毅中将である（明治39年に
陸軍大将に任じられている）。寺内は明治35年（1902）に陸相に就任し、明
治44年（1911）に辞任するまで9年半の長期にわたって陸軍大臣の職にあった。
　朝鮮総督、首相を歴任し、元帥の称号を授けられた伯爵寺内正毅と高田慎
蔵の関係は、あとで触れるように種々取沙汰されているが、山本四郎編『寺
内正毅日記一1990～1916』　（京都女子大学　昭和55年）の日露戦争当時の記
事には、頻繁に高田慎蔵が登場する。益田孝、大倉喜八郎も『寺内日記』に
再三登場するが、高田慎蔵の名前は、民間人のなかでは群を抜いて頻出して
いる。この辺の詳細にっいては、拙稿r明治・大正期の代表的機械商社高田
商会（上）」　（『白鴎大学論集』第9巻第2号1995年）所収の「陸軍大臣子
爵寺内正毅」に譲りたい。
　明治41年7月、陸軍大臣子爵寺内正毅宛に三井物産合名会社、合名会社大
倉組及び高田商会の3社連名で、泰平組合結成のr御願」が提出されている。
泰平組合成立の目的は、陸軍省払下げの兵器輸出である。この泰平組合にっ
いてはのちに詳しく触れることになるが、その構成員である三井物産、大倉
組、高田商会がいずれも陸軍の最高実力者と密接な関係にあることは、なに
かと疑惑の対象となっていた。
　大正4年（1915年）12月26日及び27日の衆議院予算委員会では、野党であ
る政友会側から泰平組合に関する質問が出されている。その前年の「シーメ
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ンス・ヴィッカース事件」では、議会において海軍が追求されてのに対して
今回は陸軍が質問を受けることになった。しかしながら、その論鋒は、シー
メンス事件における野党側からの攻撃に比べると生彩を欠いている。その前
年（大正3年）8月、我国はドイツに宣戦を布告しており、欧州諸国への兵
器輸出が増大していたが、衆議院における野党の質問もこうした状況に基づ
くものである。
　同年12月27日付大阪毎日新聞朝刊及び夕刊には、泰平組合（当時の新聞で
はr太平組合」と表記されている）に関する衆議院予算委員会における質疑
の模様が次のように報じられている。
　先ず、三土忠造代議士は、海軍の場合、兵器が直接ロシアに売却されてい
ることを指摘している。従って、陸軍も「太平組合」を仲介することなく、
直接売却する意向はないのかと質問している。また朝鮮総督に就任していた
頃の寺内陸相が上京の際には、高田慎蔵の別邸に宿泊している事実を同代議
士は指摘している。泰平組合設立当時の陸軍大臣である寺内子爵と、高田商
会との密接な関係を明らかにしようとするのが、上記の指摘である。
　その翌日には、別の議員からr太平組合が外国に売り出す軍器の価格は一
年問で一億円以上に達す。しかして政府が同組合に多額の口銭を与え居るは、
何の必要に出てたるかを解するに苦しむ」と言った意見が述べられている。
　更に、r陸軍省と太平組合との間に存する疑雲は厚く蔽われ居れり」と、
西村丹治郎議員は指摘している。ところが、こうした質疑に対する岡陸相の
答弁は明確さを欠き、要領を得ないものであった。年末も押し迫った時期に
開催された予算委員会であったことにもよるが、折角の疑惑の指摘も不発に
終った感を免れない。前年の議会における「シーメンス・ヴィッカース事件」
弾劾の熱気とは、全くの様変りである。
　ところで、当時の新聞ではいずれもr太平組合」と表記されている。単な
る誤記であろうか。あるいは、「泰平組合」という名称が公表されていなかっ
たためだろうか。
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